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昇格計画数
等 級 昇格計画数 昨年度比

Ｌ３等級へ 約 ２５０人 ± ０

Ｌ２等級へ 約 １４０人 ± ０

Ｌ１等級へ 約 ２８０人 －５０

Ｃ２等級へ 約 ４２０人 －３０

Ｃ１等級へ 約 ６５０人 ＋２０

Ｓ３等級へ 約 ５８０人 －２０

Ｓ２等級へ 約 ６６０人 －１０

Ｓ１等級へ 約 ３７０人 －４０

Ｊ３等級へ 約 ３３０人 ＋４０

Ｊ２等級へ 約 ２３０人 ± ０

計 約 ３，９１０人 －９０

ＪＲ東海労働組合 ＮＯ．１３０７
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令和４年度昇格計画数について業務委員会開催

チームワークの鉄道に競争原理を持ち込むな！
本来業務でないワンステップは人事考課の査定にするな！
本部は７月１５日、令和４年度昇格計画数について業務委員会を開催しました。

会社は「昇格数は昨年度より９０名減の約３，９１０名で、合格者数は概ね有

資格者の４～５割である」と説明しました。

本部は「努力していない社員はいない。現場では、わずかの社員しか合格して

いないという実感だ。鉄道業で競争させることは安全を脅かす。本来業務ではな

いワンステップに集中すると、安全は脅かされるし、出勤遅延などに繋がる。査

定の対象とするな」などと主張しました。

会社は「モチベーションを保つためには競争が必要だ。ワンステップを人事考

課の査定から外す考えはない」などと主張し、意見が対立しました。

以下、主な議論内容です。
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業務委員会の日程が遅くなった理由は何か？
組合：業務委員会の日程が昨年は５月だったが、今年は７月になった。理由は

何か。

会社：７月下旬の受験申し込みの前にやりたかった。それから、定期異動が挟

む。時期の見直しを行った。

組合：来年もこの時期か。

会社：今回やってみて、差し支えなければそうしたい。

組合：社員としては、早めに計画が分かった方が良い。

会社：意見は伺うが、その辺りは勉強していく。

組合：全体で９０名減だが、下の等級が詰まっているのか。

会社：有資格者の変動によるものであり、恣意的に操作しているのではない。

組合：「Ｌ１へ」が５０名減というのは、管理者が余っているのか。

会社：有資格者の割合である。現等級経過年数の要素もある。

組合：有資格者数は昨年４～５割ということだが、今年もそうか。

会社：そうである。

組合：等級によって有資格者数の割合は変わるのか。

会社：どの等級も割合は同じである。

組合：昨年は４，０００名の計画だったが、合格者の実績はどうか。

会社：計画通りである。

鉄道に競争原理は不要だ！
ワンステップは人事考課の査定とするな！
組合：非現業と現業で違いはあると思うが、職場では「本当に４～５割合格し

ているのか」との疑問の声がある。

会社：会社全体で見ているので、合格率はそうなっている。

組合：「運輸所より駅の方が合格しやすい」等、いろいろな声が聞こえてくる。

会社：どこの職種の合格率を上げるというような基準はない。

組合：現場から人事考課などのデータを上げるようなフォーマットのようなも

のはあるのか。

会社：人事考課の報告は受けているが、詳細は明らかにしない。

組合：合格の枠を決めずに、基準に達せば合格させるべきだ。国鉄のように、

経験年数などを考慮する制度に戻せば良い。

会社：競争試験だから、がんばってもらうしかない。

組合：鉄道という乗客を安全・安定に輸送する使命からすれば、競争原理を持

ち込むのは良くない。本来業務の支障で安全を阻害する。

会社：本来業務を合格の基準にしている。

組合：落とされている社員はワンステップに集中する。ワンステップをがんば
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りすぎて出勤遅延を発生させている。

会社：ワンステップも業務であり、支障が出ない範囲でがんばってほしい。

組合：鉄道はチームワークの作業だ。１つ輪が乱れると崩れてしまう。

努力の判断基準の考え方はどうか。

会社：もともとの業務をしっかりやった上で、がんばった面を見てやらなけれ

ばならない。

組合：安全・安定輸送を重視すべきだ。ワンステップは二の次だ。人事考課に

入れるべきではない。

会社：がんばっているから見てやらないといけない。査定の一要素である。

組合：競争で勝ち組・負け組をつくるべきではない。

会社：モチベーションを持ってもらいたい。

組合：モチベーションを持たせるためには、期末手当を減額しないことだ。競

争を止めさえすればモチベーションは保てる。

組合員は毎回落とされている。組合差別ではないのか。

会社：組合差別はない。

組合：ここ何年も組合員は合格していない。４，０００人合格して何で組合員

は１人も合格しないのか。

会社：個別のことは…。

組合：組合差別はある、と言っておく。

Ｂ年限の社員は何人か。

会社：有資格者で全等級合わせて約３０人。

組合：リニアの建設を理由に、今後、合格は２～３割にするようなことは考え

ていないだろうな。

会社：選択肢としてはある得るが、現在、そのようなことは考えていない。

組合：そんなことはやるな。

受験申込期間に申し込めない社員の対策を！
組合：受験申込期間を年度初に発表はできないのか。連続休暇やコロナ罹患な

どで職場に出てこられない社員がいる場合がある。

会社：意見として伺う。出てこられなければ要相談だ。

組合：もう一度言うが、競争は止めて努力した社員は全員合格させよ。

会社：そのような考えはない。

組合：対立。

以 上


